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平成２９年 羊蹄山ろく消防組合警防概況 

 

１ 災害出動の概要 

平成29年中における羊蹄山ろく消防組合の救急出動を含めた災害出動総件数は2,498件で、

前年の2,361件に対し137件増加した。また、これらに対する消防吏員の出動人員は8,479人

で、前年の7,929人に対し550人増加した。 

救急出動以外の災害出動件数は 381 件で前年の 286 件に対し 95 件（33.2％）増加してい

る。 

一方、救急出動は2,117件で、前年の2,075件に対し42件（2.0％）増加し、主な理由とし

て、前年に対し一般負傷55件、転院搬送15件の増加があげられる。 

出動区分別でみると、火災出動は26件で、前年の25件に対し1件増加。また火災による死者

が1名（前年同数）、負傷者が5名（前年1名）発生している。 

消防組合構成町村別（倶知安町・蘭越町・ニセコ町・真狩村・留寿都村・喜茂別町・京極町） 

の災害出動種別及び状況は付属資料1のとおりとなっている。 

第１表  災害出動の状況 

出動区分 単位 平成29年 平成28年 増減 増減率 

火 災 出 動 件 26 25 1 4％ 

救 急 出 動 件 2,117 2,075 42 2％ 

救 助 出 動 件 62 70 △ 8 △ 13％ 

警 戒 出 動 件 58 55 3 5％ 

水 防 出 動 件 17 5 12 340％ 

危険排除出動 件 97 34 63 285％ 

支 援 出 動 件 118 96 22 123％ 

調 査 出 動 件 1 1 0 ― 

応 援 出 動 件 2 0 2 ― 

合    計 件 2,498 2,361 137 6％ 

出動 

人員 

消防吏員 人 8,479 7,929 550 7％ 

消防団員 人 370 253 117 46％ 

合  計 人 8,849 8,182 667 8％ 

※救助出動には、山岳等行方不明者の捜索出動を含む。 

※警戒出動とは火災と紛らわしい又は危険物漏洩をいう 

※危険排除出動とは、自然災害による屋根飛散等の防止又は交通事故による車両からの潤滑油の流出な

どをいう 

※支援出動とは交通事故等による救急隊への支援活動及びドクターヘリ等の離着陸の支援活動をいう 

※応援出動とは羊蹄山ろく消防組合管轄区域外への出動をいう 

  ※増減率小数点第１位四捨五入 

 

２ 火災の発生状況 

（１）火災種別・町村別の火災発生状況 

平成29年中における火災の概況を見ると26件発生（事後聞知2件）しており、前年比較で1

件の増加である。町村別にみると倶知安町9件、ニセコ町6件、真狩村、留寿都村各3件、喜茂
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別町、京極町各2件、蘭越町の1件となっている。（第２表参照） 

 

第２表  町村別の火災発生状況  

 

火災種別では、建物火災が最も多く11件（前年比1件減）発生し、建物用途別でみると、一般

住宅7件、倉庫、畜舎、飲食店、共同住宅が各1件で発生している。 

車両火災の発生件数は 5 件で前年と比較し 2 件減少し、乗用車、大型貨物車、パッカー車等に

よるものである。 

その他火災は10件（自損行為、野焼き、ごみ焼きからの飛火など）発生し前年より4件増とな

っている。林野火災は昨年同様発生していない。 

①月別火災発生状況  

月別火災発生件数は４月、５月の 5 件が最も多く、次いで１月の 4 件となっており無火災月は

２月、９月であった。１月、４月に建物火災は各3件発生し、うち全焼3件、半焼1件、負傷者

2名、原因はストーブに起因するものが多かった。 

②出火率（人口1万人当たりの火災発生件数） 

出火率は7.30件で、近年の全道出火率（平成27年3.52件、平成28年3.44件）と比較し

倍以上の数値を示す。 

③初期消火の実施状況 

  初期消火の実施状況は、全火災26件に対し半数以上の18件（実施率69％）で、うち7件が

成功（成功率39％）している。この中には、住宅用火災警報器が設置されていたら被害が軽減さ

れていたと思われる事案もあった。 

消火方法の詳細は第３表のとおりである。 

第３表  初期消火の実施状況 

初期消火の実施状況 

初期消火における消防用設備等の使用状況 

簡易消火器具 

（水ﾊﾞｹﾂ等） 
消火器 

固定消火 

設備 

その他 

（水道ﾎｰｽ等） 

有 18 
成功 7 3 2  2 

失敗 11 4 2  5 

無 8   

  区分 

    

 

町村別 
 

火 

災 

件 

数 

火災種別 死傷者 焼損面積 

損害額 

(千円) 

り災状況 

建
物
火
災 

車
両
火
災 

林
野
火
災 

そ

の

他 

死

者 

負

傷

者 

（
床
・
表
面
積
） 

 

建
物
（
㎡
） 

 

林
野
等(  ) 

焼

損

棟 
世

帯 

人

員 

倶知安町 9 6 2  1  3 802.26  39,617 6 5 7 

蘭 越 町 1    1 1        

ニセコ町 6 1 1  4   0.18 93.78 353 1 1 1 

真 狩 村 3 1 1  1   202.92 15.80 4,642 1   

留寿都村 3 2   1   1,210.87 2.85 29,305 2 1 3 

喜茂別町 2 1   1   1.12  8 1 1 1 

京 極 町 2  1  1  2   1,404    

合 計 26 11 5  10 1 5 2,217.26 112.43 75,329 11 8 12 

a 
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（２）火災による死傷者  

火災による死者1名が発生している。これは自損放火によるものである。また、負傷者は建物火

災で2名、交通事故による車両火災、自損放火、着衣着火で各1名の5名が発生している。 

（３）り災状況及び火災による損害額 

焼損棟数は、11棟で前年と同数である。 

焼損面積については、建物焼損床面積が2,216㎡（前年比1,653㎡増）、建物焼損表面積は2

㎡（前年比19㎡減）、損害額は、75,329

千円（前年比65,523千円増）となってい

る。 

（４）火災発生原因及び火災の特徴 

平成 29 年の火災原因別では、ストーブ

に起因するものが3件あり、取扱い不注意

のものも認められた。また、ゴミ焼きや火

入れはその場から離れた若しくは強風時実

施し延焼拡大したものが見受けられた。 

原因別火災件数は第４表のとおりとなっ

ている。 

 

第４表  原因別火災件数 

火災原因別 平成29年 平成28年 比較 

たばこ  1 △1 

こんろ 1 1 0 

煙突・煙道 2 2 0 

放火 2 0 2 

電気機器  1 △1 

電灯・電話等の配線  1 △1 

配線器具 1 3 △2 

取灰 1 0 1 

火入れ 1 2 △1 

その他（ごみ焼き等） 15 12 3 

不明・調査中 3 2 1 

合   計 26 25  

 

（５）住宅用火災警報器の設置促進・維持管理  

住宅用火災警報器の設置が平成 23 年 6 月から義務化となっており、平成 29 年実施のアンケ

ート調査によると、83.6％の設置率となり、設置率は横ばいで、条例で指定している寝室等の設置

を含めた正規な設置は68.0％となっている。 

寝室の設置は就寝時間帯の火災を早期に発見し、逃げ遅れによる焼死事故防止につながる。 

また、奏功事例の多くは台所の住宅用火災警報器が多いことから台所の設置を推奨する。 

既に設置している住警器に対し、電池切れ、取替えを含めた適切な点検、維持管理が必要である

ことから今後も消防団員、婦人防火クラブ等と積極的に連携し設置状況並びに適正な維持管理の広

【3月31日 建物火災（留寿都村）】 
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報を継続的に実施する。   

 

３ 救急出動の状況 

平成 29 年中における当消防組合管内の救急出動件数は 2,117 件で、前年の 2,075 件に対し

42件の増、1日の平均出動件数は5.8回であった。不搬送（154件）を除く救急件数は1,963

件である。中でも心肺停止患者は49件あり、傷病者を医師へ引継ぐ前に心拍が再開した症例は3

件（6.0%）、うち社会復帰1件となっている。 

搬送人員についても1,987人で前年の1,951人に対し36人の増となった。 

ドクターヘリを主としたヘリコプターによる救急件数は、93件であり前年と比較すると22件

の増となり、ドクターヘリの救急件数は道央消防本部でも多く、救命率の向上に繋がっている。 

救急患者の収容先については、羊蹄山ろく消防組合管内医療機関に 73.2％収容しており、中枢

病院であるＪＡ北海道厚生連倶知安厚生病院への収容比率が最も高く71.0％となっている。 

消防組合管内以外では、小樽市内の医療機関への収容が7.9%、札幌市内の医療機関への収容が

12.3％となっており、この他の医療機関別収容先の状況は付属資料 3-2 のとおりとなっている。 

 

（１）救急業務の実施体制 

羊蹄山ろく消防組合の救急業務体制は、

消防組合を構成する 7 町村に 5 隊の救急

隊を配備することで実施している。 

また、平成 29 年 1 月から 5 隊（倶知

安町・蘭越町・ニセコ町・喜茂別町・京極

町）すべての救急隊で高規格救急自動車運

用を開始しており、今後、更なる救命率の

向上を目指すべく、救急救命士の追加資格

の取得を進めるところである。 

なお、救急隊を配備していない真狩村・

留寿都村については、隣接（ニセコ・喜茂

別）救急隊を主とした応援出動体制により 

救急業務を実施している。 

 

（２）救急事故別出動状況 

救急事故別の出動件数順は、依然として

急病が最も多く939件で（前年952件13件減）全出動比率の44.3％を占めている。 

次いでスキー事故を含めた一般負傷が594件（前年539件55件増）、病院からの転院搬送が

348件（前年333件15件増）、交通事故は148件（前年168件20件減）となっている。 

この他の出動件数及び搬送状況又は各救急統計については、第５表及び付属資料 3-1 のとおり

となっている。また、救急隊を配備していない真狩村・留寿都村の救急件数については、第６表の

とおりとなっている。 

                        

 

 

 

【10月5日 多数傷病者事故（喜茂別町）】 
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第５表  救急隊別・救急事故別出動件数及び搬送人員 

出動区分  

 

 

 救急隊別 

火

災

事

故 

自
然
災
害
事
故 

水

難

事

故 

交

通

事

故 

労
働
災
害
事
故 

運
動
競
技
事
故 

一

般

負

傷 

加

害 

自

損

行

為 

急

病 

その他 合

計 

転
院
搬
送 

そ

の

他 

倶
知
安 

出動件数 2 2 1 52 14 5 238 2 10 409 132 2 869 

救急件数 2 1 1 44 14 5 227 1 8 376 131   810 

搬送人員 2 1 1 52 14 6 229 1 8 376 131   821 

蘭 

越 

出動件数       16 2 2 47 2 4 130 17   220 

救急件数       13 1 2 43 2 2 123 17   203 

搬送人員       14 1 2 43 2 2 123 17   204 

ニ
セ
コ 

出動件数   1   24 4 5 150 2 2 175 86  1 450 

救急件数   1   17 3 5 144 2   169 84   425 

搬送人員   1   20 3 6 144 2   169 84   429 

喜
茂
別 

出動件数 2     32 10 3 115   4 140 18   324 

救急件数 1     18 10 3 109   2 127 18   288 

搬送人員 1     23 9 3 110   2 128 18   294 

京 

極 

出動件数 1     24 3 1 44   1 85 95   254 

救急件数 1     15 3 1 41     81 95   237 

搬送人員 1     17 3 1 41     81 95   239 

留
寿
都
消
防
隊 

出動件数              

救急件数              

搬送人員              

真
狩
消
防
隊 

出動件数              

救急件数              

搬送人員              

合 

計 

出動件数 5 3 1 148 33 16 594 6 21 939 348 3 2,117 

救急件数 4 2 1 107 31 16 564 5 12 876 345   1,963 

搬送人員 4 2 1 126 30 18 567 5 12 877 345   1,987 

前 

年 

出動件数 3 2 1 168 29 13 539 8 22 952 333 5 2,075 

救急件数 1 1  126 27 11 517 5 13 881 331 1 1,914 

搬送人員 1 1  157 27 12 521 5 13 882 331 1 1,951 

増 

減 

出動件数 2 1   △20 4 3 55 △2 △1 △13 15 △2 42 

救急件数 3 1 1 △19 4 5 47   △1 △ 5 14 △1 49 

搬送人員 3 1 1 △31 3 6 46   △1 △ 5 14 △1 36 
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第６表  過去３年間における救急件数（真狩・留寿都） 

区 分 平成27年 平成28年 平成29年 

真 狩 
113件 

（ニセコ救急87件対応） 

86件 

（ニセコ救急71件対応） 

79件 

（ニセコ救急60件対応） 

留寿都 
146件 

（喜茂別救急124件対応） 

140件 

（喜茂別救急123件対応） 

178件 

（喜茂別救急157件対応） 

※主に真狩村への出動はニセコ救急、留寿都村への出動は喜茂別救急にて対応している。 

（３）スキー事故傷病者の搬送状況   

当消防組合の最大の特徴でもある一般負傷に占めるスキー事故負傷者の男女別及び各スキー場

施設別の発生状況（シーズン別）の概要については第７表及び付属資料 4－1～4－4 のとおりと

なっている。 

スキー・スノーボード事故による救急件数は305件で前年と比較すると21件の増加となっ

ている。搬送人員は307名である。 

特筆すべきは、スキー場の顕著な国際化傾向である。現住所別傷病者で、外国籍が151名

（49.2％）で最多であり、続いて北海道外96名（31.3％）北海道内35名（11.4％）の順と

なっておりスキー事故の約半数を外国籍の傷病者で占めているところである。 

過去5年間における外国籍傷病者の搬送人員数の推移は第８表及び付属資料4-3のとおりであ

る。 

 

第７表  2016年～2017年シーズン中におけるスキー・スノーボード事故の救急搬送 

所属別 

調査項目 
倶知安 蘭 越 ニセコ 喜茂別 京 極 計 比率 

搬
送
人
員 

男 性 60 5 65 36 13 158 51.5％ 

女 性 54 5 29 34 6 149 48.5％ 

合 計 114 10 94 70 19 307 100％ 

ス
キ
ー
場
別 

ニセコ・グランヒラフ 108 1 10  11 130 42.3％ 

ニセコビレッジスキー場 4 2 31   37 12.1％ 

ﾆｾｺｱﾝﾇﾌﾟﾘ国際ｽｷｰ場  4 35   39 12.7％ 

ニセコモイワスキー場  2 13   15 4.9％ 

ﾆｾｺ連峰ﾁｾﾇﾌﾟﾘｽｷｰ場       0％ 

ﾙ ｽ ﾂ ﾘ ｿ ﾞ ｰ ﾄ ｽ ｷ ｰ 場   3 67 8 78 25.4％ 

中 山 峠 ス キ ー 場 1   3  4 1.3％ 

バックカントリー 1  1   2 0.7％ 

そ の 他  1 1   2 0.7％ 

合 計 114 10 94 70 19 307 100％ 
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第８表  過去５年間のスキー事故搬送者における外国籍傷病者の推移 

 
 

（４）外国籍傷病者の搬送状況 

外国籍傷病者の搬送人員は、236名で平成28年（256名）より20名の減少となって

いる。 

外国籍傷病者のうちオーストラリア国籍70名（29.6％）、中国国籍55名（23.3%）、

イギリス国籍14名（5.9％）となっており、20か国以上の外国籍の傷病者を搬送している

状況である。 

過去5年間における外国籍傷病者の搬送人員数の推移は第９表のとおりである。 

 

第９表  過去５年間の外国籍傷病者搬送の推移 

 
 

４ 救助出動の状況 

平成29年中の救助出動は62件発生しており、前年の69件に対し7件減少した。 

事故種別ごとの救助出動件数では、交通事故が 18 件（29.0％）で最も多く、次に山菜採りに

伴う遭難者の捜索出動が 13 件（21.0％）、山岳地等における救助出動が 10 件（16.1％）とな
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っている。 

  交通事故18件のうち11件は国道上で発生しており、11月7日には国道230号線上（喜茂

別町）で1件の死亡事故が発生している。 

（１）山菜採り行方不明者捜索出動 

春季・秋季の山菜取り行方不明者の捜索出動は、13件発生し前年比4件の増加となった。住所

別にみると行方不明者の約９割は、小樽市、札幌市といった組合管外からの者であり、携帯電話を

所持しないなど安易な入林者が後を絶たない状況である。（第10表） 

また、年代別では 70 歳代が 6 名と最も多く、65 歳以上の高齢者が約８割を占めている。（第

11表） 

山菜採り行方不明者捜索出動の詳細並びに統計を始めた平成元年からの発生状況は、付属資

料5-1、5-2のとおりとなっている。 

第10表 住所別行方不明者内訳       第11表 年代別行方不明者内訳 

  

 

（２）山岳救助（捜索）出動 

夏山登山及び冬山でのバックカントリーに

よる救助・捜索事案は10件発生しており、近

年の登山、バックカントリーブームにより登山

者が増加したのと比例して、安易な入山による

アウトドア型事故が増加傾向である。 

2月25日には、グランヒラフスキー場立入

禁止コース外（通称：春の滝）において雪崩に

より 3 名が巻き込まれ、うち 1 名負傷、1 名

死亡した。（付属資料5-3、5-4、5-5） 

この他の救助出動種別及び件数については、

第10表のとおりとなっている。 
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第10表  事故別・所属別救助出動状況 

出動区分 

 

  

署 別 

火

災 

交

通

事

故 

水

難

事

故 

自
然
災
害
事
故 

機

械

事

故 

建

物

事

故 

ガ
ス
・
酸
欠
事
故 

破

裂

事

故 

山
菜
捜
索 

山
岳
救
助 

そ

の

他 

計 

倶知安 
出動件数  4   1 3   2 4 4 18 

救助者数  2   1    2 4 3 12 

蘭 越 
出動件数  3 1      4 1 2 11 

救助者数  2 1      2  1 6 

ニセコ 
出動件数  2  1 1     2 1 7 

救助者数  2   1     1  4 

真 狩 
出動件数    1 1     2  4 

救助者数     1     2  3 

留寿都 
出動件数  2    1   1 1 2 7 

救助者数  1    1   2 1 2 7 

喜茂別 
出動件数  7       5  1 13 

救助者数  1       4  1 6 

京 極 
出動件数         1  1 2 

救助者数         1   1 

合 計 
出動件数  18 1 2 3 4   13 10 11 62 

救助者数  8 1  3 1   11 8 7 39 

前 年 
出動件数  29 1 2 1 9   9 12 6 69 

救助者数  24 1 3 1 4   9 10 5 57 

増 減 
出動件数  △11 0 0 2 △5   4 △2 5 △7 

救助者数  △16 0 △3 2 △3   2 △2 2 △18 

（注）各救助出動件数には、非活動件数を含む。 

   建物事故とは落雪による生き埋め及び建物内への閉じ込め事故など。 

その他とは、居住者の安否確認や徘徊者の捜索など。 

 

５ その他の災害出動状況 

（１）警戒出動・水防出動・危険排除出動・

支援出動の状況 

  警戒出動は 58 件発生しており、前年の

55件に対し3件増加している。主なものと

しては、火災とまぎらわしい揚煙等による出

動が26件、自動火災報知設備等の作動によ

る出動が22件となっている。 

  水防出動は17件発生しており、うち13

件は 9 月 18 日に発生した台風 18 号によ

る浸水危険又は被害に伴う出動となってい

る。 

【9月18日 台風18 号による冠水（蘭越町）】 
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危険排除出動は97件発生、前年の34件に対し63件増加しており、4月18日に発生した低

気圧災害では、倒木等による交通障害、トタン屋根の剥離等が同時多発的に59件発生、9月18

日に発生した台風 18 号では 5 件の出動となっているなど自然災害に伴う出動が近年増加傾向に

ある。 

支援出動は118件発生しており、ドクターヘリ等の離着陸支援出動が79件、交通事故等にお

ける救急支援出動が39件となっている。 

（２）ヘリコプターの要請状況 

ヘリコプター（ドクターヘリ、北海道消防防災ヘリ、北海道警察ヘリ）の出動件数については、

前年の76件に対し93件と17件増加した。主に救急患者の搬送を目的としたドクターヘリな

どの要請は、道央圏消防本部の中でも多く71件となった。出動区分別では、救急現場からドク

ターヘリ等への現場出動要請が55件と最も多く、病院間搬送要請が20件となっている。 

また、救助等により北海道消防防災ヘリ及び北海道警察ヘリの要請は12件発生したが、うち

3件は天候不良等により非出動となっている。主な要請内容は山菜取り行方不明者の捜索や山岳

救助である。 

これら、町村別(署別)のヘリコプター要請の詳細は付属資料6のとおりとなっている。 

（３）雪による被害状況 

   平成 28 年シーズンにおける雪による被害状況について、人的被害は 9 件発生し、うち除雪

作業に伴う事故が8件となっており、1名の方が亡くなっている。 

 

６ 災害通報受付 

（１）指令センター119番受付状況 

平成29年の119番通報受付件数は3,727件であり、これは1日あたりの受付件数は、約

10.2件となり、管内（約34,700人）の住民約1割が通報したことになります。 

 

第11表  １１９番受付種別一覧                 （単位：件） 

月 火 災 救 急 警 戒 救 助 試 験 その他 合 計 

1月 6 253 6 4 36 39 344 

2月  248 6 2 62 35 353 

3月 2 197 15  76 20 310 

4月 5 119 61 2 72 28 287 

5月 5 148 20 2 128 26 329 

6月 3 123 10 15 94 34 279 

7月 1 163 17 3 68 27 279 

8月 4 165 13 4 37 31 254 

9月 3 141 32 5 95 17 293 

10月 4 115 11 8 129 29 296 

11月 2 139 11 6 128 28 314 

12月 2 209 10 7 112 49 389 

合計 37 2,020 212 58 1,037 363 3,727 

※試験とは、火災通報装置訓練・出動訓練など 

※その他とは、いたずら・間違い・近隣消防本部への転送など 
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（２）外国語による119番受付状況 

外国人による119番通報は、年々増加しており対応に苦慮している。当組合では、各町村の

英会話が堪能な役場職員及び消防団員に外国語通訳サポーターとして依頼、高機能消防指令シ

ステムの機能を使用し、指令員と通報者及び通訳者の３者で同時に会話することで状況を把握

し災害対応している。 

 

第12表  外国語による１１９番受付状況             （単位：件） 

年 火災 救急 警戒 救助 その他 合計 

平成26年  7    7 

平成27年  12  3 9 33 

平成28年  10  1 10 21 

平成29年  11 1 1 14 27 

※その他とは、病院照会・いたずら・間違い・近隣消防本部への転送など 

（４）口頭指導実施状況  

住民からの救急要請を入電した場合、出動を指令するとともに救急車が現場到着するまでの

間、通報者からの通報内容を聴取し、気道の確保や胸骨圧迫など症状に応じた口頭指導を行っ

ている。総件数は76件であり、その内訳は「心臓マッサージ」が32件、「止血」が22件、

「状態管理」（幹部の冷却、気道確保、体位管理や適切な場所への移動）が16件、「AED」

が3件などとなっております。 

また、火災時の初期消火及び避難誘導の指導も3件実施しています。 

 

７  消防団員の出動概要  

（１）消防団員の出動状況 

消防団員の出動人員は 370 人で前年の 253 人に対し 117 人増加しており、消防団の出動

を要請した火災又は山菜採り捜索出動の増加、また自然災害に伴う出動の増加も要因となってい

る。 

 
【1月7 日 建物火災（倶知安町）】 
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第13表  消防団別出動件数及び出動人員 

種別 

消防団 
火 災 水防 救 助 警 戒 支援 危険排除 合 計 

倶知安 
5 件 

（148人） 
  

1 件 

（1人） 
 

18件 

（81人） 

24件 

（230人） 

蘭越  
2 件 

（18人） 

1 件 

（14人） 
   

3 件 

（32人） 

ニセコ        

真狩 
1 件 

（32人） 
     

1 件 

（32人） 

留寿都 
1 件 

（25人） 
     

1 件 

（25人） 

喜茂別 
1 件 

（7人） 
 

3 件 

（43人） 
   

4 件 

（50人） 

京極   
1 件 

（1人） 
   

1 件 

（1人） 

合計 
8 件 

（212人） 

2 件 

（18人） 

5 件 

（58人） 

1 件 

（1人） 
 

18件 

（81人） 

34件 

（370人） 

※救助出動には、山菜採り等行方不明者の捜索出動を含む 

※警戒出動とは火災と紛らわしい事象を覚知したとき又は危険物漏えい事故を覚知したときの出動 

※危険排除出動とは交通事故による車両からの潤滑油等の流出若しくは風水害その他これらに類す

る事象を覚知したときの出動 

（２）サイレン招集 

26件の火災のうち消防団が出動した火災は、8件であり、そのうち6件がサイレン吹鳴によ

り招集されたものである。 

 

第 14 表   過去 5 年間の火災における消防団員の出動状況  

年 
火災

件数 

出動回数 

（回） 

出動人員 

（人） 

サイレン回数 

（メール） 

サイレン（メール）招集 

町村内訳 

平成25年 28 10 158 6 
倶知安2件・蘭越1件・留寿都1件 

喜茂別1件京極1件 

平成26年 30 8 80 5 蘭越4件・喜茂別1件 

平成27年 29 10 150 8 
倶知安1件・蘭越5件・真狩1件 

喜茂別1件 

平成28年 25 14 253 6（4） 
倶知安2件・蘭越4件・ニセコ1件 

真狩2件・喜茂別1件 

平成29年 26 8 212 6（7） 
倶知安4件・真狩1件・留寿都1件 

喜茂別1件 
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【 付 属 資 料 】 

 

１ 災害出動状況総括表（町村別・月別）             資料１ 

  

２ 火災発生状況総括表                     資料２－１ 

火災発生一覧表                       資料２－２ 

 

３ 救急出動状況総括表（町村別）                資料３－１ 

 搬送先医療機関一覧表                    資料３－２ 

 

４ スキー・スノーボード事故者救急搬送集計表（患者及びスキー場等情報） 

                             資料４－１ 

スキー・スノーボード事故者救急搬送集計表（月別救急件数及び搬送人員） 

                             資料４－２ 

スキー・スノーボード事故者救急搬送集計表（現住所別搬送人員） 

                             資料４－３ 

スキー・スノーボード等事故者救急搬送人員調（平成７年～平成２８年シーズン） 

                             資料４－４ 

 

５ 山菜採り行方不明者捜索出動件数（平成元年～平成２９年）    資料５－１ 

 山菜採り行方不明者捜索出動状況（詳細）           資料５－２ 

山岳救助出動件数（平成２２年～平成２９年）         資料５－３ 

 水難救助出動件数（平成２２年～平成２９年）         資料５－４ 

 山岳・水難救助出動状況                   資料５－３ 

 

６ ヘリコプター要請・活動状況                 資料６ 

 



床面積 表面積 （a） （㎡） (千円)

本年 183 9 2 1 1 2 6 2 2 1 3 6 7 5 801.905 0.26 39,617 17 3 24 1 56 71 2 914 230

前年 119 7 2 1 1 4 2 1 4 4 2 78.62 20.71 15 2,317 23 1 2 26 12 48 708 49

本年 52 1 1 1 4 1 5 9 11 11 10 300 32

前年 31 5 1 2 3 2 1 3 1 1 236.07 1,190 2,151 5 3 2 3 3 9 1 232 51

本年 29 6 1 1 1 4 1 1 1 0.18 9,378 353 4 1 5 1 3 9 181

前年 43 4 1 1 2 1 1 2 2 1 170.1 4,208 9 2 9 8 11 247 40

本年 24 3 1 1 1 1 1 202.92 1,580 4,642 4 1 5 7 4 143 32

前年 16 2 1 1 2 2 2 1 80.96 1,546 6 3 3 2 125 36

本年 32 3 1 1 2 1 2 3 1 1210.87 285 29,305 6 1 5 11 6 158 25

前年 19 1 1 5 5 3 5 95

本年 46 2 1 1 1 1 1 1 1.122 8 5 3 5 8 8 14 1 273 50

前年 41 5 1 1 3 1 1 1 1 175 1,720 8 1 4 4 5 14 295 76

本年 15 2 1 1 2 1,404 1 1 2 4 1 4 70 1

前年 17 1 1 217 1 6 2 7 115 1

381 26 4 2 2 3 11 2 5 10 1 5 11 12 8 2215.695 1.562 11,243 75,329 41 4 17 58 17 97 118 1 2 2,039 370

286 25 4 3 1 4 12 7 6 1 1 11 10 6 565.75 20.71 1,597 11,942 57 2 11 55 5 34 96 1 1,817 253

羊蹄山ろく消防組合
平成２９年　町村別災害出動状況総括表（町村別）

部

分

焼

建

物

計

区分　

　出動隊

出

動

総

件

数

建　物　火　災

延

焼

棟

半

　
焼

損害額建物焼損面積
林野 その他

（㎡）

爆

発

火

災

そ

の

他

人

員

死

者

罹災状況

倶知安

世

帯

数

ニセコ

蘭　越

全

　
焼

火

災

出

動

車

両

火

災

焼

損

棟

焼損面積

真　狩

京　極

留寿都

喜茂別

本年計

前年計

ぼ

や

人　員

救

助

職

員

警戒出動

応

援

警

戒

団

員

水

防

特

殊

災

害

火　　災　　出　　動

危

険

排

除

その他調

査

出

動

救　助
多

数

傷

病

者

救

急

・

救

助

捜

索

支

援

林

野

火

災

負

傷

者

資料１－１



床面積 表面積 （a） （㎡） (千円)

本年 17 4 2 1 3 1 3 4 2 177.48 0.26 28,915 3 3 1 5 1 130 32

前年 13 4 1 1 2 4 1 4 4 2 404.98 6,218 2 1 6 151 64

本年 10 2 3 5 30

前年 23 1 1 1 1 2 1 0.33 23 11 4 1 6 163 11

本年 19 1 1 1 1 1210.42 29,290 5 1 12 80 25

前年 22 1 1 1 1 77.76 106 8 3 2 8 148 32

本年 84 5 1 2 3 2 2 2 3 4 2 804.98 383 14,063 3 6 1 62 7 386 182

前年 11 4 1 1 2 1 1 1.96 2.38 217 64 1 2 3 1 78 9

本年 33 5 2 3 10,408 972 3 1 3 4 17 191

前年 29 1 1 90 1 5 2 10 2 9 198 26

本年 29 1 1 4 10 5 1 2 6 214 44

前年 25 2 6 3 14 179 57

本年 28 1 1 1 1,404 3 2 5 1 3 13 135

前年 34 4 1 1 1 2 1 77.85 1,275 1,540 6 1 1 3 2 17 182 35

本年 31 3 1 1 1 1 1 1 1 22.815 452 583 3 1 6 4 14 164 47

前年 51 1 1 15 5 1 2 5 21 16 272

本年 51 4 2 5 13 14 13 256 33

前年 23 3 1 1 1 1 1 18 787 5 4 2 9 132 1

本年 29 2 1 1 2 2 2 2 1.302 102 6 1 1 4 3 11 1 174 7

前年 14 1 1 2 1 4 6 57

本年 29 3 3 1 2 5 1 8 1 1 9 1 151

前年 25 1 1 20 7 10 3 4 152 7

本年 21 1 1 1 1 1 1 5 2 5 2 6 128

前年 16 4 2 1 3 1 1 2 4 3 3.2 3,183 3 4 1 4 105 11

381 26 4 2 2 3 11 2 5 10 1 5 11 12 8 2215.695 1.562 11,243 75,329 41 4 17 58 17 97 118 1 2 2,039 370

286 25 4 3 1 4 12 7 6 1 1 11 10 6 565.75 20.71 1,597 11,942 57 2 11 55 5 34 96 1 1,817 253

95 1 △ 1 1 △ 1 △ 1 2 △ 2 4 4 2 2 1649.95 △ 19.15 9,646 63,387 △ 16 2 6 3 12 63 22 2 222 117

支

援

応

援

負

傷

者

死

者

焼

損

棟

調

査

出

動

（㎡）

特

殊

災

害

危

険

排

除

捜

索

平成２９年　災害出動状況総括表（月別）

全

　
焼

救　助

林野

焼損面積

人　員

世

帯

数

警戒出動

人

員

罹災状況
区　分　

出

動

総

件

数

建

物

計

７月

建　物　火　災
ぼ

や

火

災

出

動

部

分

焼

６月

５月

 月　別

４月

本年累計

１月

３月

２月

11月

救

助

爆

発

火

災

建物焼損面積

車

両

火

災

その他

多

数

傷

病

者

救

急

・

救

助

林

野

火

災

損害額

羊蹄山ろく消防組合

そ

の

他

火　　災　　出　　動

半

　
焼

延

焼

棟

その他

警

戒

団

員

職

員

水

防

比 　　較

前年累計

12月

９月

８月

10月

資料１－２



ぼや 部分焼 半焼 全焼
爆発
火災

計
焼損
棟

世帯
数

人員
延焼
棟

死
者

傷
者

2 1 1 2 6 2 1 6 5 7 2 3

1 1

1 1 1 4 1 1 1

1 1 1 1 1

1 1 2 1 2 1 3

1 1 1 1 1 1

1 1 2

4 2 2 3 11 5 10 11 8 12 2 1 5

平成２９年　火災発生状況総括表（町村別）

火災総件数
建物火災 死傷者

損害額
（千円）

町村別
床面積 表面積

その他
火災

り災状況 焼損面積（㎡）

林野（ａ） その他(㎡)

車両
火災

林野
火災

倶知安町 9 801.905 0.260 39,617

蘭 越 町 1

ニセコ町 6 0.180 9,378 353

真 狩 村 3 202.920 1,580 4,642

留寿都村 3 1,210.870 285 29,305

喜茂別町 2 1.122 8

京 極 町 2 1,404

合 計 26 2,215.695 1.562 11,243 75,329

資料２－１



罹災 罹災 焼損

人員 世帯 棟数 職員 団員

1 1/7 土 19:12 倶知安町 一般住宅 建物火災 全焼 177.03 1 1 1 28,843
煙突の熱がス
トーブ上の薪に
着火

　２階建て一般住宅の１階より出火。
現着時、北東角付近開口部より火炎
噴出が噴出していたもの

無 - 34 28

2 1/19 木 9:42 留寿都村 一般住宅 建物火災 ぼや 0.45 3 1 1 15
熾火を玄関に放
置し付近に燃え
移ったもの

　昨晩から使用していた薪ストーブか
ら薪を取り出し裏口玄関に置き壁等を
焼損したもの

有 ○ 11

3 1/24 水 8:14 真狩村 車両 車両火災 45
電気配線の被
覆が摩擦で損傷

　養豚搬送車のパワーゲートの開閉
スイッチを作動させたところ、後部荷
台上部の電気配線から出火したもの

有 ○ 7

4 1/26 木 19:00 倶知安町 飲食店 建物火災 ぼや 0.26 1 12
火の着いた炭が
落下し壁内を焼
損

　地下１階の厨房（炭焼き台）の壁裏
より出火したもの

有 ○ 13 4

5 3/31 金 5:38 留寿都村 豚舎 建物火災 半焼 1,210.42 1 29,290
ガス暖房機の落
下により周囲に
延焼

　４棟並ぶ豚舎の２号等から出火し、
３号棟へ延焼したもの

無 - 19 25

6 4/17 月 12:33 ニセコ町 雑草地 その他 3.8
火入れから枯れ
草に延焼

　家庭菜園用の畑を作るため雑草地
の枯草に火をつけたところ周囲に延
焼したもの

有 × 12

7 4/20 木 17:19 ニセコ町
ゴミ焼き
（廃材）

その他 0.03
廃棄物に火をつ
けたまま放置

　建設現場で出た廃材及び段ボール
等を自宅前で焼却しその場を離れた
もの

無 - 4

8 4/21 金 13:43 倶知安町 一般住宅 建物火災 半焼 142.89 2 1 1 2 4,954
ポータブルス
トーブ燃料誤給
油

　木造２階建て住宅の内部を焼損した
もの。

有 × 22 30

9 4/24 月 1:19 倶知安町 一般住宅 建物火災 全焼 459.17 2 1 1 2 4,512
ストーブ上に衣
類が落下し着火

　木造２階建ての住宅及び倉庫並び
に解体中の旧住宅を焼損したもの

有 × 33 39

10 4/24 月 11:25 真狩村 倉庫 建物火災 全焼 202.92 1 4,597
焼却炉下部の
隙間から延焼

　自作焼却炉にて牧草ロール用ビ
ニールに火をつけその場を離れ、付
近の倉庫が焼損したもの

有 × 12 32

11 5/3 水 11:14 真狩村 雑草地 その他 15.8 枯草焼き
　雑草地の枯草に火をつけたところ周
囲に延焼したもの

有 × 10

12 5/3 水 14:11 留寿都村 雑草地 その他 2.85
枯れ茎焼きから
枯れ草に延焼

　長芋の枯れた茎に火をつけたとこ
ろ、風に煽られ雑草地に延焼したもの

有 × 10 6

13 5/4 木 14:16 ニセコ町 雑草地 その他 85.43 枯草焼き
　雑草地の枯草に火をつけたところ周
囲に延焼したもの

有 × 16

14 5/9 火 14:27 ニセコ町 草刈機 車両火災 259 不明
　草刈り作業中、草刈り機より出火し、
付近の樹木も焼損したもの

有 × 17

15 5/18 木 7:28 倶知安町 車両 車両火災 713 不明
　停車中のＲＶ車の右フロントタイヤ
付近より出火したもの

無 - 8

16 6/2 金 9:18 喜茂別町 溶断機 その他 0
ホースより漏れ
出たガスに引火

　ホイールローダーのバケット内に積
まれたアセチレンガスボンベと酸素ボ
ンベのレギュレーター部分から出火し
たもの

有 × 4

17 7/23 日 16:17 京極町 車両 車両火災 1 1,404
燃料タンク破損
によりガソリンに
引火

　乗用車同士の衝突事故により１台
が路外逸脱、双方焼損したもの

無 - 14

羊蹄山ろく消防組合

覚知
時間

平成２９年火災発生一覧表

番
号

月日
出動人員成

功状　　　　　　況
負傷
者

初
期
消
火

発生場所
焼損床面
積（㎡）

その他焼損
面積（ａ）

曜
日

形　態 火災種別 出火原因
焼損表面
積（㎡）

死者
損害額
(千円）

焼損程度

林野焼
損面積
（ａ）

延焼
棟
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罹災 罹災 焼損

人員 世帯 棟数 職員 団員

羊蹄山ろく消防組合

覚知
時間

平成２９年火災発生一覧表

番
号

月日
出動人員成

功状　　　　　　況
負傷
者

初
期
消
火

発生場所
焼損床面
積（㎡）

その他焼損
面積（ａ）

曜
日

形　態 火災種別 出火原因
焼損表面
積（㎡）

死者
損害額
(千円）

焼損程度

林野焼
損面積
（ａ）

延焼
棟

資料２－２

18 8/8 火 15:17 ニセコ町 ゴミ焼き その他 4.52 0 枯草焼き
　自宅付近の枯草を集め火をつけた
ところ周囲に延焼したもの

有 ○ 7

19 8/9 水 18:41 倶知安町 一般住宅 建物火災 部分 22.82 1 1 1 583
ガスコンログリ
ル内油かすの
過熱

　木造２階建ての２階居間兼台所を焼
損したもの

有 × 32 47

20 8/14 月 13:51 倶知安町 車両 車両火災 0
金属同士の衝
撃火花

　不燃ごみを収集していたパッカー車
のゴミ集積部分手前側から出火したも
の

有 × 13

21 10/17 火 20:26 ニセコ町 一般住宅 建物火災 ぼや 0.18 1 1 1 94
煙突内のタール
に引火し接合部
の隙間から延焼

　木造２階建て住宅の１階台所の設
置されている集合煙突の差込部付近
の壁、天井の一部から出火したもの

無 × 19

22 10/27 金 11:01 喜茂別町 一般住宅 建物火災 部分 1.122 1 1 1 8
めがね石が外
壁に塞がれ低
温着火

　木造２階建て住宅の１階南東側裏
口付近に設置されたボイラーの煙突
付近から出火したもの

有 ○ 17 7

23 11/20 月 6:35 蘭越町 自損放火 その他 1 0 自損放火 　自殺を図ったもの 有 ○ 3

24 11/21 火 12:14 京極町 自損放火 その他 1 0 自損放火 　自殺を図ったもの 無 - 9

25 11/22 水 22:55 倶知安町 着衣着火 その他 1 0
ローソクが転倒
し着衣着火

　仏壇のローソクに火をつけた際、
ローソクが倒れ下着に着火したもの

無 - 3

26 12/29 金 16:50 倶知安町 共同住宅 建物火災 ぼや 0.09 1 1 1 0
滴下した灯油が
ストーブ周囲へ
付着し出火

　ストーブから漏れた灯油をストーブ
上部に置いていた蒸発鍋へ入れたこ
とにより出火

有 ○ 8



平成２９年　　救急出動状況総括表（町村別）

転

院

搬

送

医

看

搬

送

医

療

資

材

そ

の

他

出動件数 869 2 2 1 52 14 5 238 2 10 409 132 2
救急件数 810 59 869 2 1 1 44 14 5 227 1 8 376 131
搬送人員 821 2 1 1 52 14 6 229 1 8 376 131
出動件数 821 2 2 1 56 13 10 222 6 9 376 123 1
救急件数 746 75 821 1 1 44 12 9 208 5 3 341 122
搬送人員 763 1 1 58 12 10 210 5 3 341 122
出動件数 220 16 2 2 47 2 4 130 17
救急件数 203 17 220 13 1 2 43 2 2 123 17
搬送人員 204 14 1 2 43 2 2 123 17
出動件数 251 16 1 1 50 2 163 17 1
救急件数 235 16 251 14 1 49 2 152 17
搬送人員 237 16 1 49 2 152 17
出動件数 450 1 24 4 5 150 2 2 175 86 1
救急件数 425 25 450 1 17 3 5 144 2 169 84
搬送人員 429 1 20 3 6 144 2 169 84
出動件数 432 1 28 7 1 136 4 176 78 1
救急件数 411 21 432 22 6 1 135 2 168 77
搬送人員 419 28 6 1 136 2 169 77
出動件数 324 2 32 10 3 115 4 140 18
救急件数 288 36 324 1 18 10 3 109 2 127 18
搬送人員 294 1 23 9 3 110 2 128 18
出動件数 334 45 6 1 95 3 150 32 1 1
救急件数 306 28 334 33 6 1 92 3 138 32 1
搬送人員 311 38 6 1 92 3 138 32 1
出動件数 254 1 24 3 1 44 1 85 95
救急件数 237 17 254 1 15 3 1 41 81 95
搬送人員 239 1 17 3 1 41 81 95
出動件数 237 23 2 36 2 4 87 83
救急件数 216 21 237 13 2 33 3 82 83
搬送人員 221 17 2 34 3 82 83
出動件数

救急件数

搬送人員

出動件数

救急件数

搬送人員

出動件数

救急件数

搬送人員

出動件数

救急件数

搬送人員

出動件数 2,117 5 3 1 148 33 16 594 6 21 939 348 2 1
救急件数 1,963 154 2,117 4 2 1 107 31 16 564 5 12 876 345
搬送人員 1,987 4 2 1 126 30 18 567 5 12 877 345
出動件数 2,075 3 2 1 168 29 13 539 8 22 952 333 1 4
救急件数 1,914 161 2,075 1 1 126 27 11 517 5 13 881 331 1
搬送人員 1,951 1 1 157 27 12 521 5 13 882 331 1
出動件数 42 2 1 △ 20 4 3 55 △ 2 △ 1 △ 13 15 2 △ 1 △ 3

救急件数 49 △ 7 42 3 1 1 △ 19 4 5 47 △ 1 △ 5 14 △ 1

搬送人員 36 3 1 1 △ 31 3 6 46 △ 1 △ 5 14 △ 1

京
　
　
　
　
極

本
年

前
年

ニ
　
セ
　
コ

真
狩
消
防
隊

本
年

前
年

蘭
　
　
　
越

本
年

前
年

不

　
搬

　
送

増　　減

本
年

前
年

本
年

前
年

喜
　
茂
　
別

本
年

前
年

留
寿
都
消
防
隊

本
年

前
年

合
　
　
　
計

倶
　
知
　
安

本
年

前
年

水

難

事

故

交

通

事

故

不

搬

送

救

急

件

数

+

火

災

事

故

自

然

災

害

事

故

出動区分　
救　　　急　　　事　　　故　　　種　　　別

合

計

自

損

行

為

急

病

そ　　　の　　　他

　救急隊
　　　・
　消防隊別

運

動

競

技

事

故

一

般

負

傷

加

害

労

働

災

害

事

故
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救　急
件　数

搬　送
人　員

救　急
件　数

搬　送
人　員

救　急
件　数

搬　送
人　員

救　急
件　数

搬　送
人　員

救　急
件　数

搬　送
人　員

救　急
件　数

搬　送
人　員

救　急
件　数

搬　送
人　員

救　急
件　数

搬　送
人　員

搬　送
比　率

倶知安厚生病院 597 608 159 159 303 307 211 213 128 130 1,398 1,417 71.0%

植田整形外科医院

さとう内科医院 2 2 2 2 0.1%

伊藤歯科医院

くとさん外科胃腸科

中川クリニック

しりべし耳鼻咽喉科

倶知安あづま眼科

ようてい小児科クリニック 2 2 2 2 0.1%

ほくよう歯科クリニック 1 1 1 1 0.1%

中川歯科医院 1 1 1 1 0.1%

ニセコ脳神経外科 15 15 3 3 8 8 6 6 1 1 33 33 1.7%
ニセコ・インターナショナル・クリニック 2 2 2 2 1 1 5 5 0.3%

小計 619 630 162 162 314 318 218 220 129 131 1,442 1,461 73.2%

蘭越診療所 1 1 1 1 0.1%

昆布温泉病院 5 5 5 5 0.3%

ニセコ医院 5 5 5 5 0.3%

喜茂別町立クリニック 7 7 7 7 0.4%

ひまわりクリニックきょうごく 1 1 11 11 12 12 0.6%

羊蹄グリーン病院

野の花診療所 1 1 1 1 0.1%

留寿都診療所 1 1 1 1 0.1%

昆布診療所

小計 1 1 6 6 6 6 8 8 11 11 32 32 1.6%

岩内協会病院 4 4 1 1 5 5 0.3%

余市協会病院 2 2 2 2 4 4 0.2%

小計 2 2 4 4 2 2 1 1 9 9 0.5%

市立小樽病院 64 64 8 8 31 31 2 2 26 26 131 131 6.6%

小樽協会病院 4 4 1 1 4 4 9 9 0.5%
小樽中央病院（旧小樽脳・循環器病院） 5 5 1 1 3 3 9 9 0.5%

小樽掖済会病院 2 2 1 1 2 2 5 5 0.3%

済生会小樽病院 3 3 3 3 0.2%

小樽市夜間急病センター 1 1 1 1 0.1%

小計 78 78 9 9 37 37 2 2 32 32 158 158 7.9%

札幌医大附属病院 4 4 1 1 2 2 7 7 0.4%

北海道大学附属病院 2 2 1 1 2 2 2 2 7 7 0.4%

市立札幌病院 1 1 2 2 1 1 1 1 5 5 0.3%

手稲渓仁会病院 4 4 14 14 1 1 6 6 25 25 1.3%

手稲渓仁会病院救急救命センター 30 30 4 4 10 10 14 14 58 58 2.9%

手稲渓仁会クリニック 1 1 1 1 2 2 0.1%

札幌厚生病院 1 1 5 5 1 1 7 7 0.4%

中村記念病院 5 6 1 1 6 7 0.4%

中村記念南病院 1 1 13 13 3 3 17 17 0.9%

南１条病院 1 1 1 1 0.1%

恵佑会札幌病院 1 1 1 1 0.1%

小笠原クリニック札幌病院 1 2 1 2 0.1%

静和記念病院 2 2 2 2 0.1%

麻生脳神経外科病院 1 1 1 1 0.1%

北海道循環器病院 2 2 1 1 1 1 6 6 1 1 11 11 0.6%
道立子供総合療育センター(コドモックル) 1 1 1 1 0.1%

札幌南整形外科病院 1 1 1 1 2 2 0.1%

北海道大野病院 3 3 1 1 2 2 6 6 0.3%

札幌藤が丘整形外科病院 1 1 1 1 0.1%

JR札幌病院（鉄道病院） 1 1 1 1 2 2 0.1%

天使病院 2 2 2 2 1 1 5 5 0.3%

札幌南３条病院 1 1 1 1 0.1%

札幌東徳州会病院 2 2 1 1 3 3 0.2%

勤医協中央病院 1 1 3 3 4 4 0.2%

札幌徳州会病院 2 2 2 2 0.1%
(独法）国立病院機構北海道医療センター 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 0.2%

札
幌
市
内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年　搬送先医療機関一覧表          　　　　　　　　　　　　　　　　

【平成29年１月１日～12月31日】

真狩消防隊 留寿都消防隊喜茂別救急蘭越救急 ニセコ救急倶知安救急 京極救急

　搬送先等

消
防
組
合
管
内

（
除
倶
知
安

）

倶
知
安
町
内

小
樽
市
内

後
志
管
内

合　　計区　分　
救急隊別
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救　急
件　数

搬　送
人　員

救　急
件　数

搬　送
人　員

救　急
件　数

搬　送
人　員

救　急
件　数

搬　送
人　員

救　急
件　数

搬　送
人　員

救　急
件　数

搬　送
人　員

救　急
件　数

搬　送
人　員

救　急
件　数

搬　送
人　員

搬　送
比　率

真狩消防隊 留寿都消防隊喜茂別救急蘭越救急 ニセコ救急倶知安救急 京極救急

　搬送先等

合　　計区　分　
救急隊別

KKR札幌医療センター斗南病院 2 2 2 2 0.1%

札幌北楡病院 1 1 1 1 0.1%

北海道脳神経外科病院 1 1 1 1 0.1%

愛育病院 1 1 1 1 0.1%

札幌中央病院 1 1 1 1 0.1%

札幌里塚病院 1 1 1 1 0.1%

札幌心臓血管クリニック 1 1 1 1 0.1%

土田病院 1 1 1 1 0.1%

西岡第一病院 1 1 1 1 0.1%

札幌白石記念病院 6 6 2 2 1 1 9 9 0.5%

JCHO北海道病院 7 7 3 3 1 1 5 5 16 16 0.8%

さっぽろ香雪病院 1 1 1 1 2 2 0.1%
華岡青洲記念心臓血管クリニック 15 15 2 2 4 4 21 21 1.1%

禎心会病院 1 1 1 1 0.1%

東苗穂病院 1 1 1 1 0.1%

札幌乳腺外科クリニック 1 1 1 1 0.1%

イムス札幌消化器中央総合病院 1 1 1 1 0.1%

小計 79 79 10 10 56 56 45 47 54 54 244 246 12.3%

洞爺温泉病院 1 1 1 1 0.1%

伊達日赤病院 1 1 2 2 3 3 0.2%

室蘭日鋼記念病院 1 1 1 1 2 2 0.1%

洞爺協会病院 1 1 1 1 2 2 4 4 0.2%

室蘭市立総合病院 2 2 1 1 1 1 4 4 0.2%
製鉄記念室蘭病院（旧新日鐵室蘭総合病院） 1 1 1 1 0.1%

苫小牧市立病院 2 3 2 3 0.2%

今金町国保病院 1 1 1 1 0.1%

小計 1 1 5 5 2 2 8 9 2 2 18 19 1.0%

防災ヘリ 6 6 3 3 9 9 0.5%

札消ヘリ 1 1 1 1 0.1%

ドクターヘリ(町内HP） 20 20 3 3 3 3 3 3 1 1 30 30 1.5%

　〃（町外HP） 1 1 2 2 5 5 5 5 7 7 20 20 1.0%

　〃（管外HP） 2 2 2 2 0.1%

その他(他救急車・警察署等）

小計 30 30 8 8 8 8 8 8 8 8 62 62 3.1%

医師・看護師搬送 2 2 2 2 0.1%

その他（救命士搬送） 4 4 2 2 6 6 0.3%

その他

小計 6 6 2 2 8 8 0.4%

816 827 204 204 425 429 289 294 239 241 1,973 1,995 100.0%

札
幌
市
内

そ
の
他
の
市
町
村

そ
の
他
の
場
所

（
病
院
以
外

）
患
者
搬
送
以
外

合　　計



ス
キ
ー

ボ
ー

ド

ス
キ
ー

ボ
ー

ド

ス
キ
ー

ボ
ー

ド

ス
キ
ー

ボ
ー

ド

ス
キ
ー

ボ
ー

ド

ス
キ
ー

ボ
ー

ド

(人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人)

男 性 37 28 3 3 30 10 17 21 6 3 93 65 158 51.5%

女 性 23 26 2 2 35 19 19 13 7 3 86 63 149 48.5%

合 計 60 54 5 5 65 29 36 34 13 6 179 128 307 100%

10歳未満 6 1 1 1 8 1 9 2.9%

10才以上～20歳未満 13 7 12 3 9 9 2 1 36 20 56 18.2%

20歳以上～30歳未満 11 20 1 3 10 7 6 7 1 3 29 40 69 22.5%

30歳以上～40歳未満 7 20 1 1 4 12 3 8 1 16 41 57 18.6%

40歳以上 23 6 3 1 38 7 18 10 8 2 90 26 116 37.8%

合 計 60 54 5 5 65 29 36 34 13 6 179 128 307 100%

ニセコ・グランヒラフ 58 50 1 7 3 8 3 74 56 130 42.3%

ニセコビレッジスキー場 1 3 1 1 26 5 28 9 37 12.1%

ニセコアンヌプリ国際スキー場 1 3 22 13 23 16 39 12.7%

ニセコモイワスキー場 1 1 8 5 9 6 15 4.9%

ニセコ連峰チセヌプリスキー場

ルスツリゾートスキー場 2 1 35 32 5 3 42 36 78 25.4%

中山峠スキー場 1 1 2 1 3 4 1.3%

バ ッ ク カ ン ト リ ー 1 1 1 1 2 0.7%

そ の 他 1 1 1 1 2 0.7%

合 計 60 54 5 5 65 29 36 34 13 6 179 128 307 100%

転 倒 36 29 3 2 45 18 29 26 9 4 122 79 201 65.5%

衝 突 14 13 1 3 18 10 6 6 4 1 43 33 76 24.8%

ジ ャ ン プ 6 8 1 1 2 1 8 11 19 6.2%

不 明 1 1 1 0.3%

そ の 他 3 4 1 1 1 5 5 10 3.3%

合　　　　　計 60 54 5 5 65 29 36 34 13 6 179 128 307 100%

午 前 16 11 3 3 21 6 10 11 7 2 57 33 90 29.3%

午 後 33 23 2 2 36 17 21 19 4 2 96 63 159 51.8%

ナ イ タ ー 11 20 8 6 5 4 2 2 26 32 58 18.9%

合 計 60 54 5 5 65 29 36 34 13 6 179 128 307 100%

スキー・スノーボード事故者救急搬送集計表（患者及びスキー場等情報）

倶 知 安

ス

キ

ー

場

別

救急隊名

調査項目
搬

送

人

員

蘭 越

羊蹄山ろく消防組合

最初の出動　平成28年12月10日

最後の出動　平成29年 5月 4日

負
傷
し
た
時
間
帯

負

傷

原

因

割
合

（
％

）

合
計

小 計ニ セ コ 京 極喜 茂 別

年

令

区

分
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救
急
件
数

搬
送
人
員

救
急
件
数

搬
送
人
員

救
急
件
数

搬
送
人
員

救
急
件
数

搬
送
人
員

救
急
件
数

搬
送
人
員

救
急
件
数

搬
送
人
員

救
急
件
数

搬
送
人
員

救
急
件
数

搬
送
人
員

救
急
件
数

搬
送
人
員

救
急
件
数

搬
送
人
員

救
急
件
数

搬
送
人
員

救
急
件
数

搬
送
人
員

救
急
件
数

搬
送
人
員

（件） （人） （件） （人） （件） （人） （件） （人） （件） （人） （件） （人） （件） （人） （件） （人） （件） （人） （件） （人） （件） （人） （件） （人） （件） （人）

28 11

28 12 7 7 4 4 10 10 3 3 8 8 2 2 1 1 1 1 26 26 10 10 36 36 16.1%

29 1 25 25 11 11 3 3 2 2 22 22 4 4 6 6 11 11 6 6 1 1 62 62 29 29 91 91 29.1%

29 2 17 17 18 19 1 1 2 2 17 17 11 11 11 11 9 9 5 5 3 3 51 51 43 44 94 95 33.7%

29 3 7 7 18 19 1 1 14 14 9 9 9 9 9 9 1 1 1 1 31 31 38 39 69 70 19.2%

29 4 4 4 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 1 1 9 9 4 4 13 13 1.5%

29 5 2 2 2 2 2 2 0.4%

60 60 52 54 5 5 5 5 65 65 29 29 36 36 34 34 13 13 6 6 179 179 126 128 305 307 100.0%

※　救急件数と搬送人員が合わないのは、1出動で2人以上搬送するためである。

スキー・スノーボード事故者救急搬送集計表（月別救急件数及び搬送人員）

搬
送
人
員
割
合

（
％

）

合計

年 月

羊蹄山ろく消防組合

ニ セ コ 喜 茂 別

ス
キ
ー

総
合
計

ス
キ
ー

ボ
ー
ド

ボ
ー
ド

ボ
ー
ド

ボ
ー
ド

ス
キ
ー

京 極 合 計

ボ
ー
ド

ス
キ
ー

救急隊名

月別

倶 知 安 蘭 越

ス
キ
ー

ス
キ
ー

ボ
ー
ド
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救急隊名　　　

(人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人)

倶知安町内 4 5 1 1 5 6 11 3.6%

蘭越町内 1 1 1 0.3%

ニセコ町内 2 2 2 4 2 6 2.0%

真狩村内

留寿都村内 2 2 2 0.7%

喜茂別町内 1 1 1 0.3%

京極町内 1 1 1 0.3%

2 1 2 1 3 1.0%

6 3 1 4 3 9 6 2 1 22 13 35 11.4%

9 16 2 22 9 15 15 6 2 54 42 96 31.3%

37 29 2 5 34 14 12 11 5 2 90 61 151 49.2%

60 54 5 5 65 29 36 34 13 6 179 128 307 100%

4.6%

5.3%

3.3%

4.6%

3.3%

1.3%

4.0%

2.6%

その他

7

8

5

7

5

2

ニュージーランド

フィンランド

合　　　計 151

6

6

インドネシア 3

アメリカ

イギリス

中華民国（台湾）

シンガポール

カナダ

100%

中国（香港） 32 21.2%

韓国

ロシア

タイ

フランス 4

国 外

合 計

国外者内訳 搬送人員 割　合

オーストラリア 54 35.8%

ボ
ー

ド

出身地名

組

合

内

後 志 管 内

北 海 道 内

北 海 道 外

ボ
ー

ド

ス
キ
ー

ボ
ー

ド

ス
キ
ー

ボ
ー

ド

ス
キ
ー

ス
キ
ー

ボ
ー

ド

ス
キ
ー

ボ
ー

ド

ス
キ
ー

スキー・スノーボード事故者救急搬送集計表（現住所別搬送人員）

羊蹄山ろく消防組合
倶 知 安 蘭 越 ニ セ コ 喜 茂 別 京 極 小 計

合
計 割

合

2.0%

スウェーデン 2 1.3%
1

4.0%

0.7%1

0.7%

2.6%

マレーシア 4 2.6%

4
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スキー ボード スキー ボード スキー ボード スキー ボード スキー ボード スキー ボード

7 12 ～ 8 5 30 20 4 1 30 10 22 21 86 52 138

8 11 ～ 9 4 41 56 4 3 41 38 34 26 120 123 243

9 12 ～ 10 5 47 54 0 3 44 47 26 19 117 123 240

10 11 ～ 11 5 42 69 3 2 44 47 29 47 118 165 283

11 11 ～ 12 5 30 56 3 3 40 57 17 52 90 168 258

12 12 ～ 13 5 43 60 5 8 39 44 20 34 107 146 253

13 12 ～ 14 4 41 57 8 2 38 32 22 39 1 109 131 240

14 11 ～ 15 5 22 61 6 5 37 36 32 33 3 12 100 147 247

15 12 ～ 16 5 28 56 5 3 40 33 19 20 4 3 96 115 211

16 11 ～ 17 5 25 50 5 2 38 24 21 18 6 89 100 189

17 12 ～ 18 5 27 42 4 1 37 37 21 32 6 11 95 123 218 23

18 12 ～ 19 5 23 46 2 8 37 42 23 28 3 9 88 133 221 45

19 12 ～ 20 4 39 34 9 7 32 37 26 36 8 4 114 118 232 74

20 12 ～ 21 5 28 37 5 5 35 32 30 23 5 3 103 100 203 56

21 12 ～ 22 5 34 50 5 4 40 28 27 18 8 5 114 105 219 72

22 12 ～ 23 5 40 41 3 4 36 19 23 18 4 6 106 88 194 70

23 12 ～ 24 5 25 31 6 6 40 20 20 23 8 1 99 81 180 61

24 12 ～ 25 5 43 34 7 1 36 28 28 29 10 5 124 97 221 94

25 12 ～ 26 5 51 49 5 5 58 37 19 28 11 5 144 124 268 129

26 12 ～ 27 5 61 35 7 4 54 33 25 29 10 3 157 104 261 158

27 12 ～ 28 5 74 50 9 3 52 31 28 29 5 6 168 119 287 184

28 12 ～ 29 5 60 54 5 5 65 29 36 34 13 6 179 128 307 151

854 1,042 110 85 913 741 548 636 98 86 2,523 2,590 5,113 1,117

年 月 ～ 年 月
京極 小計

スキー・スノーボード等事故者救急搬送人員調（平成7年12月～平成29年5月）

備考

蘭越 ニセコ 喜茂別
合計

倶知安

１　京極救急は、平成１４年４月１日から運用開始した。

外国籍

合　　　計
1,896 195 1,654 1,184 184 5,113
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（平成元年～平成29年）

町村

年
1 2 1 1 5

1 2 1 4
2 2 4

1 1 2
2 1 3
1 1
2 1 4 2 9

2 2 2 6
1 1 2

1 5 1 1 11 19
3 1 3 7
1 3 1 1 6 12

2 1 1 4

1 4 1 1 7
1 1

3 1 8 12

1 1 2 1 3 8
1 1

1 3 1 5 10
1 1 2

3 1 1 1 6
3 3

1 5 1 1 5 13
1 1

1 2 5 8
2 1 2 3 8

2 7 2 3 14
1 1

2 6 3 11
1 1 1 3

2 6 4 12
1 1 1 3
3 2 2 1 3 1 12

1 1 2 1 5
2 4 1 1 2 10

2 2 1 5
2 7 1 1 4 15

1 1 1 3
1 3 2 2 8

4 1 2 7
1 1 2

2 5 3 1 4 1 16
1 1
2 2 2 1 1 1 9

2 2 4
1 1 1 3

1 1 2
1 3 1 1 1 1 1 9

1 1 1 3
1 3 1 3 8

1 1
2 4 4 10

1 1 1 3
28 92 39 5 16 84 6 270
2 12 8 8 4 18 16 68
30 104 47 13 20 102 22

1.5 3.8 1.6 0.3 0.8 2.9 1.0

1 上段は、春季の山菜採（主に竹の子採り）行方不明者捜索出動件数

2 下段は、秋季の山菜採（きのこ採り）行方不明者捜索出動件数

〃�29 年 13

留寿都村 喜茂別町 京極町 計

15

18

16

9

6

4

15

17

12

9

12

9

338

9

8

26

12

4

8

338

15

14

9

8

12

17

13

６

平成

〃�18 年

累　　計

〃�21

〃�19 年

〃�23 年

〃�22 年

27 年

〃�24 年

〃�25

〃�

元

〃�

〃�

〃�

２

10

〃�

年

３

〃�

〃� 年

７〃�

年

〃�

年

年

８

４

５ 年〃�

〃�

15 年

年

９

年

年

年

11 年

年

13

〃�

〃�

〃�28 年 9

〃�

〃�

14

12

14

年

備考

〃�26 年 5

〃�

山菜採り行方不明者捜索出動件数

過去10年の年間
平均出動件数

11.9

倶知安町 蘭越町 ニセコ町 真狩村

17

年

年

〃�16 年

年

〃� 年

20 年
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1 土 男 76 1 11 9 2 9 2 ○

2 火 男 75 1 10 2 1 ○

3 日 女 73 1 9 5 ○

月 11 13 2 8 4 17 23 1 1 ○

火 11 13 2 8 7 25 15

5 月 男 81 1 1 2

6 火 女 78 1 12 8 1 8 4 29 1 ○

7 水 女 67 1 8 2 ○

8 木 男 82 1 8 1 24

9 木 男 66 1 11 8 ○

10 水 女 54 1 10 4 4 ○

男 71

女 69

12 木 男 59 1 9 1 5 1

13 日 女 78 1 10 6 1 ○

14 125 44 11 69 15 2 95 38 2 1 3

自力下山

（札幌市南区定山湖付近）

捜索体制（地上捜索隊延べ人員）

管内出動人員 管外出動人員

6/28 蘭越町 字新見 タケノコ類 蘭越 札幌市

11 8/30 水 留寿都村 字旭野 キノコ類
留寿都
喜茂別

10/1 喜茂別町 字比羅岡 キノコ類
喜茂別
真狩

札幌市 ヘリ発見 生存

9/28 京極町 字錦 キノコ類 京極 札幌市 捜索隊（警察）発見 生存

2 4 1

6/15 喜茂別町 字川上
森の美術館付
近

タケノコ類 喜茂別 自力下山

字旭
ワイスホテル付
近

字川上 峠の茶屋付近

6/14 倶知安町 字花園 タケノコ類 倶知安 捜索隊発見

1
釣り人によ
り発見

生存

喜茂別町 字川上 蓬莱山ゲート

蘭越町 字湯里 タケノコ類 蘭越 小樽市 自力下山 生存

4 タケノコ類 喜茂別 札幌市 男 80

蘭越町 字上目名 タケノコ類 蘭越 蘭越町 ヘリ発見 生存

蘭越町 字湯里 大湯沼付近 タケノコ類 蘭越 小樽市 捜索隊発見 生存

字福島

捜索隊発見 生存

室蘭市 生存

生存

生存

6/15 倶知安町 タケノコ類 倶知安 札幌市 捜索隊発見 生存

6/13 喜茂別町 タケノコ類 喜茂別 札幌市 ヘリ発見 生存

小樽市

札幌市

出
動
№

6/12

6/13

6/12

活
動

その他

山菜
種類

札幌市

主出動隊

平成２９年　山菜採り行方不明者捜索出動状況（詳細）

西
胆
振

曜
　
日

災害発生（発見）場所

6/3

出動ヘリ行方不明者

住
所

消
防
団
員

合　　　　　　　　　　計

月
　
日

羊蹄山ろく消防組合

道
警
ヘ
リ

消
防
団
員

役
場
職
員

喜茂別町 喜茂別

岩
内
寿
都

猟
友
会

自
衛
隊
員

そ
の
他
の
公

的
機
関

消防職員消
防
職
員

年
齢

性
別 札

幌
市

人
数

そ
の
他

警
察
官

役
場
職
員

そ
の
他
の
公

的
機
関

発見状況

生存

警
察
職
員

そ
の
他

生死

自力下山

防
災
ヘ
リ

札
消
ヘ
リ

室蘭市 生存

6/6

6/11
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　発生町村別状況

出動人員（管内）

1

1

1

3

留寿都 4

119 1 125

5

6944

95

自衛隊員

1 11

生存女性

出動ヘリ

ニセコ

倶知安 1

道警ヘ
リ

防災ヘリ

出動人員（管外）

行方不明

4

2

4 13

キノコ

30

19

その他

10

警察官消防職員 消防団員

生存状況

札消ヘ
リ

消防団員

38

消防職員 その他

15 2合　計

発生
町村

タケノコ類 その他 役場職員

蘭 越

40 215

1 2

真狩

山菜種類

8

2

6

3

4

2

1

京極 9 1

38喜茂別 3 1 63 43 7

1

2 5

3

2

2

1495

1

1

2 1

1

1

死亡男性

被捜索人



（平成22年～平成29年）
発生町村

年
2 1 1 1 5

2 3 5
1 1 2

1 1
1 1 1 3 1 7

1 1 2
1 3 4 1 2 11

2 1 1 4
1 1 1 3

1 1 2
3 1 3 1 8

1 1 2
2 4 1 7
1 1 1 1 1 5
1 2 2 1 6
3 1 4
11 7 8 15 3 5 49
4 8 4 2 5 1 1 25
15 15 12 17 8 1 6

1.9 1.9 1.5 2.1 1.0 0.1 0.8

1 上段は、夏季（6月～10月）救助件数
2 下段は、冬期・残雪期（11月～5月）救助件数
3 平成22年から統計開始

（平成22年～平成29年）
発生町村

年

平成 22 年 1

〃�23 年 2 1

〃�24 年 1 2

〃�25 年

〃�26 年

〃�27 年

〃�28 年 1

〃�29 年 1

2 2 2 2 1

0.3 0.3 0.3 0.3 0.1

1 平成22年から統計開始

1

1

9

1.1

計

1

3

3

過去8年の年間
平均出動件数

9.3

備考

水難救助出動件数

倶知安町 蘭越町 ニセコ町 真狩村 留寿都村 喜茂別町

〃�29 年 10

累　　計
74

〃�27 年 10

〃�28 年 12

〃�25 年 15

〃�26 年 5

京極町

〃�23 年 3

〃�24 年 9

留寿都村 喜茂別町

平成 22 年 10

京極町 計

累　　計

過去8年の年間
平均出動件数
備考

山岳救助出動件数

倶知安町 蘭越町 ニセコ町 真狩村

資料５－３

資料５－４



男 35

男 35

2 日 男 78 1 2 ○

3 火 男 27 1 21 3 ○ ○

4 土 女 35 1 12 3 ○ ○

5 火 女 75 1 18 8 〇

6 日 男 46 1 16 1 ○ ○

7 水 女 52 1 11 1 ○

8 土 女 41 1 7 1 ○ ○

9 木 女 66 1 9 2

10 金 男 66 1 17 1 ○ ○

11 月 男 57 1 3 ○

12 118 26 8

蘭越町 字湯里　大湯沼 水難 蘭越 伊達市

防災ヘリによ
り救出

生存

9/25 真狩村
羊蹄山
真狩コース
1合目付近

山岳 真狩 洞爺湖町
消防隊により
救出

生存

9/1 留寿都村
尻別岳
9合目付近

山岳 山岳救助隊 小樽市

倶知安町 山岳 山岳救助隊 生存
防災ヘリによ
り救出

東京都

生存

スキー場パト
ロール隊によ
り救出

2

東京都

2 62/25 土 倶知安町
グランヒラフコース外
（春の滝）

山岳 倶知安

羊蹄山　山小屋

7/20

山岳救助隊

山岳 広島県

千葉県

札
消
ヘ
リ

消防職員

山岳救助隊山岳

生存

生存

5/9 自力下山

防災ヘリによ
り救出

羊蹄山
比羅夫コース
8～9合目付近

羊蹄山
比羅夫コース
1.5合目付近

6/6

傷病者等

人
数

性
別

年
齢

災害体制（地上活動隊延べ人員）

自
衛
隊
員

警
察
職
員

出
動
№

月
　
日

曜
　
日

災害発生場所 警
察
官

倶知安町

種別 主出動隊 住
所

羊蹄山
比羅夫コース

旧チセヌプリスキー場 山岳

1

羊蹄山
真狩コース
5合目付近

山岳

合　　　　　　　　　　計

ニセコ町 羊蹄山　山小屋

山岳救助隊

山岳救助隊

生存

消
防
団
員

ニセコ町7/15

　倶知安町

白老町

7/9

山岳救助隊

防
災
ヘ
リ

役
場
職
員

生存
登山者により
発見

防災ヘリによ
り救出

防災ヘリによ
り救出

救助隊により
救出

発見状況そ
の
他
の

公
的
機
関

生存イングランド

群馬県

Ｄ
ｒ
ヘ
リ

道
警
ヘ
リ

死亡

管外出動人員

死亡

消
防
団
員

そ
の
他
の

公
的
機
関

猟
友
会 西

胆
振

消
防
職
員

東京都

札
幌
市

8

5/31

4/9 蘭越町 倶知安

そ
の
他

活
動

岩
内
寿
都

出動ヘリ

生死

管内出動人員

消防隊により
救出

死亡

平成２９年　山岳・水難救助出動状況
羊蹄山ろく消防組合

7/12

真狩村

倶知安町

山岳

山岳

役
場
職
員
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(件)

出
動
件
数

(件)

非
出
動
統
計

その他

現場直接

病院経由

病院間

天候不良

出動中

整備中

日没

救急

救助

非出動合計

その他

その他

非出動理由合計

非
出
動
理
由

資機材搬送

捜索

非
出
動
件
数

救
助
等

不搬送

小計

小計

出動件数合計

医師搬送

救助

（
う
ち
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ

）

捜索

非活動

1

1

4

1

4

2

81

4

合計

1

1

5

47

51

4

47

1

8

5

9 3 5

3

3

1

1

1

64

1

4

1

18

1

12 1

6

8

9

40

14

537

4

3

9

9

12 1

3

12

2

1

6

2

9

1

41

41

27

9

7 7

1 9

2

救
急

小計

現場直接

病院経由

病院間

医師搬送

資機材搬送

不搬送

3 5 5 420

19

7 7

蘭越
区　　　分

災害発生消防署･支署

ニセコ 真狩
留寿
都

倶知
安

喜茂
別

京極

1

3

5

1

6

1

6 7 5

1

3

9 9

1

1

1

7

8

7

2

1

35

4

5

12

4

9

3

2

2

5

1

5

3

1

81

78

5

15

71

5 84

91

「不搬送」とは、出動
したが死亡及び病状
回復等のため搬送し
なかったことをいう。

「病院経由」とは、消
防機関の所有する救
急自動車で一次医
療機関へ収容後、高
次医療機関等へヘリ
コプター搬送すること
をいう。（ただし、医
師往診及び病院内
外の一時処置は除
く。）

「非活動」とは、出動
したが到着前に発見
され、活動を行わず
帰隊することをいう。

9

93

1

20

51

3

平成２９年　ヘリコプター要請・活動状況調

2

「非出動」とは、要請
されたが悪天候等の
ため出動（離陸）でき
なかったことをいう。

「その他」の内訳は、
要請側で病状回復
等のためキャンセル
したことによる。

11

53

備考

資料６



留寿都 喜茂別 京極 管外

93

平成２９年　ヘリコプター要請・活動状況調

区　　　分
災害発生消防署･支署

合計 備考
倶知安 蘭越 ニセコ 真狩

93

93
１１９番通報
は指令セン
ターが受信し
ており、ヘリ
コプターの要
請は、大半
が指令セン
ターで実施し
ているが、支
署が一般電
話で災害を
覚知した場
合は、当該
支署が要請
を行ってい
る。

1

1

20

6

17

93

34
非着陸とは、
主に捜索等
で着陸しない
でそのまま
活動を行うと
きと、現場へ
飛行中、悪
天候のため
帰投すること
をいう。

8

2

2

2

15

6

71

1

(件)

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

要
請
機
関

(回)

真狩支署

留寿都支署

京極支署

ニセコヘリポート

倶知安駐屯地

倶知安町除雪機械センター

倶知安中央公園（隣接着陸
場含む。）

京極町スリーユーパーク

出
動
機
隊

(機)

離
着
陸
場

自衛隊ヘリ

道警ヘリ

ドクターヘリ

組合管内（上記以外）

機体合計

喜茂別町民野球場

蘭越町山村広場

すずらん（大地）

札消ヘリ

海保ヘリ

防災
ヘリ

はまなす２号

9 551 9 9 4

6 9

2

留寿都村総合グラウンド（サ
ブグラウンド）

真狩村除雪センター

1

組合管外

9 951

蘭越支署

非着陸

着陸場合計

ニセコ支署

指令センター

喜茂別支署

組合管外

合計

5

2

7

1 1

5

1

9

1

3

3

9

1

9

1

5

1

6

2

4

1

2

2

4

9

9

3

4

1

9

4

64

1

1

96

5

6

1

その他ヘリ

51

26

51

4

5

2

9

6

3

37

1

2

11

3

4

1

5



備考
1 ヘリコプターの出動毎に計上する。（当組合要請分に限る。）
2

3 平成17年度に、「大地」が「すずらん」に名称変更された。

ヘリコプターの出動統計は、当組合の直接出動要請により、又は当組合を経由した出動要請により出動したものを
記載する。

蘭越 ニセコ 真狩 留寿都 喜茂別 京極

平成２９年　ヘリコプター要請・活動状況調

区　　　分
災害発生消防署･支署

合計 備考
倶知安

平
均
現

着
時
間

(時分)

救急出動を対象に要
請から現着までの平
均時間を算出

倶知安町内医療機
関は、倶知安厚生病
院を除いた機関

ドクターヘリ不搬送
時も、処理を実施し
ている場合がある。

ヘ
リ
搬
送
に
よ
る
収

容
病
院
別
搬
送
人
員

(人)

ヘ
リ
要
請
医
療
機
関
合
計

救
　
　
急
　
　
統
　
　
計

はまなす2号

要請病院等

ドクターヘリ

処置場所合計

ヘ
リ
Ｄ
ｒ

処
置
場
所

(人)

一次収容病院等

搬送人員合計

離着陸場

災害現場

救
助
統
計

山菜捜索

山岳救助

その他

救助人員合計

救
助
人
員

(人)

救
急
患
者
出
身
地

国内

留寿都村

(人)
京極町内医療機関

9

2

手稲渓仁会病院

札幌医大附属病院

出身地合計

27

2

ニセコ町内医療機関

留寿都村内医療機関

倶知安町内医療機関

北大附属病院

喜茂別町

京極町

真狩村

蘭越町

ニセコ町

要請医療機関合計

(人)

市立札幌病院

9

国外

倶知安厚生病院

3

1

3

小樽市内病院

その他の病院等

札幌市内病院

蘭越町内医療機関

真狩村内医療機関

美唄労災病院

9

3

2

6

1

3

35

850 9

8

1

8

94 1 1 21

1

3

64

68

1:05

5

5

4

4

5

93

1 6

4

1

2

2

1

5

19

2 48

2

2

6

4 6

4

9

32

3

4

2

6

1

39

10

1

3

1

8

4

1

7

38

2

1

1

0:32

1

3

0:31

1:33

1

6

1:04

2

1:47

4 6

7

1

6

3

19

喜茂別町内医療機関

19倶知安厚生病院

倶知安町

3

25

38

1

1 9

1

1

51

2

15 2 3

1

89

2

2

3

4

2

1

26

19

2 1

19

1

2

1

0:27 0:26 0:24 0:33 0:24 0:30

1 5

2

2

8

1

7

4
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